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連続オンライントーク第10回：海洋放出開始から1年、改めて処理汚染水を考える



置き去りにされた数々の疑問

1. トリチウム以外にも多くの放射性物質

2. 放出総量は？

3. 代替案は？

4. 海洋放出のコストは？

5. 「関係者の理解」は？

6. 「廃炉のため」「復興のため」？

…



ALPS処理汚染水
「処理」されているけ
ど、まだ放射性物質を
含んだ水

3

セシウム、ストロ
ンチウム除去

多核種除去
装置
（ALPS）

「処理水」？ 「汚染水」？



•処理汚染水約131万m3（2024年8月時点）

←約134万m3（2022年10月時点）からやや減少

•約700兆ベクレルのトリチウム（2023年3月時点）

原発事故前に福島第一原発から海に流されていたトリチウムの約350年分

タンクの中の水には何が含まれているか？

2018年、メディアの報道を通じて、明らかになった。

トリチウム以外の放射性物質が基準を超えて残留。
６割以上の水で基準を超えている



東電処理水ポータルサイト



東電処理水ポータルサイト
ALPS処理水等の状況 | 東京電力 (tepco.co.jp)

海洋放出前に
もう一度ALPSを通す

トリチウム以外の

トリチウム以外でも基
準を上回っている
（64%）

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/alpsstate/
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2023年度の放出

東電処理水ポータルサイト



2024年度の放出

2024年度は計7回、トリチウム総量約14兆ベクレルを放出予定。
現在、2024年度4回目の放出を実施中。

東電処理水ポータルサイト



現在までの累積的な放出量
処理汚染水：54,470m3 （希釈前）

•トリチウム：約8.6兆ベクレル

（稼働中の原発でより多くのトリチウムを出している例もある）

•ストロンチウム90：約2,200万ベクレル

•テクネチウム99：約6,900万ベクレル

•炭素14：約7億3,000万ベクレル

•ヨウ素129：約9,600万ベクレル

•セシウム137：約2,200万ベクレル

（2024年7月時点、東電発表データをもとに算出）
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福島県沖のトリチウム濃度レベル
ND（検出されず）もしくは１Bq/L以下

「日本の環境放射能と放射線」サイトデータベースからの抜粋 https://www.kankyo-hoshano.go.jp/

https://www.kankyo-hoshano.go.jp/


0

50

100

150

200

250

300

350

400

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

福島県沖トリチウム濃度（Bq/L）

「日本の環境放射能と放射線」サイトデータベースより作成
https://www.kankyo-hoshano.go.jp/
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復興のため？廃炉のため？

「敷地が足りない」→燃料デブリ取り出しが前提

（一次保管場所として、約81,000m2を確保）
燃料デブリ＝燃料棒が溶け落ちて、その他の構造物と固まったもの

デブリは本当に取り出せるの？
デブリを取り出せたとしても、その先はどうするの？
どこに持っていくの？

決まっていません！



福島原発､デブリ取り出し開始、3回延期
• ２号機の原子炉に通じるフタの内側が堆積物で塞がれていることが判明

• 東電はフタから原子炉内部に通じる穴に高強度ステンレス製のロボット
アーム（英企業などが開発、78億円）を突っ込み、金属製のブラシでデブ
リを少しずつ削り取っていくことを想定。

• フタの内部が堆積物で塞がれてロボットアームを使おうにも使えなくなっ
た。

• 狭い隙間でも内部に入れられる釣りざおのような細い器具の開発に。

• デブリの量は、推計880トン

• デブリの取り出し開始は、アームの開発に時間がかかり2回延期し、当初
予定の「21年中」から2年以上遅れ。今年1月に2023年度中の取り出しを
断念。

• 「デブリの取り出しは早くて50年、長くて100年を見込むべきだ」。（日
本原子力学会の福島第1原子力発電所廃炉検討委員会の宮野広委員長）

参考）「福島原発､デブリ除去3度目の延期か 堆積物で作業できず」日経デジタル（2023年11月2日）
「福島第1原発、廃炉への道険しく デブリ取り出し3回延期」日経デジタル（2024年3月10日）



「3グラムでも正念場
燃料デブリ初の取り出しへ」

毎日新聞2024/8/14 08:00（最終更新 8/14 08:00）

東京電力は8月下旬にも、福島第1原発の溶け落ちた核燃料（燃料デブリ）
の初の試験取り出しを2号機で始める。

作業員がパイプを使って装置の「さお」に当たる部分を格納容器内へ押し
込む。ペデスタル上部から電動でケーブルを垂らし、先端に付いた器具で
燃料デブリをつかみ、格納容器外へ取り出す。

作業員の被ばくを抑えるため、東電は取り出す試料の放射線量を毎時24ミ
リシーベルト未満に設定。一度に多くの試料を取り出すと上限を超えるた
め、器具でつかめる量を最大3グラムにした。

https://mainichi.jp/articles/20240810/k00/00m/040/056000c


2024年7月25日「２号機 PCV内部調査・試験的取り出し作業の準備状況」
技術研究組合国際廃炉研究開発機構東京電力ホールディングス株式会



ALPS洗浄作業で汚染水が飛散、
作業員が被ばく

• 2023年10月25日、福島第一原発の増設ALPSの前処理における配管の洗浄
作業中に、ホースが外れて汚染水が飛散し、作業員が被ばく

• 飛散した水に含まれる放射性物質の濃度は、43億7600万Bq／リットル。
主としてストロンチウム90

• 東電は当初、飛散した水の量をおよそ「100ミリリットル」と公表してい
ましたが、30日、実際にはその数十倍にあたる「数リットル」と訂正

• その他、相次ぐ訂正、追加情報。東電の管理のずさんさが浮き彫りに



汚染水浄化装置から水漏れ1.5トン
配管の弁10 か所が開いたままに

• 2024年2月7日、東電は、汚染水浄化装置（第二セシウム吸着装
置サリー）から汚染水が漏れていたことを発表

•漏れた水は1.5 トン

•ベータ線を発する放射性物質が約66 億ベクレル

•浄化装置の配管には手動で開閉する弁が16 か所あるが、このう
ち10 か所が開いたままに



福島第一原発2号機
使用済み燃料プールにつながるタンクから
放射性物質含む水約25トン建屋に漏れ出る

• 2024年8月9日、福島第一原発2号機の使用済み燃料プールの水
位確認用タンク（スキマサージタンク）の水位低下を確認
⇒プールの冷却を中止

•タンクとつながっているポンプから推定で25立方メートルの水
が流出していた



「風評被害」という言論封じ

• 本当の加害者は？→東電と国

• 「危険性を指摘する人」を「風評
を起こす人」「誤った情報をまき
ちらす人」とレッテル貼り

政府による広報より


